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（１）配水量の状況（浄水場別、令和６年度）
令和６年度の岡崎市内にある浄水場の配水量の合計は40,128,336㎥となりました。
　配水量の状況を月別で見ると７月の配水量が最も多く、3,536,421㎥になりました。
浄水場別では、男川浄水場の配水量が最も多く、20,333,003㎥で全体の50.7％を占めています。次いで仁木浄水場が9,275,040㎥で23.1％、上地配水場は6,001,561㎥で15.0％となりました。
（表7－5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：経営管理課
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（２）上水道用途別使用状況（令和６年度）
令和６年度の上水道の使用量は合計で39,385,678㎥となり、前年より175,458㎥減少しました。

用途別に見ると、最も多いのは家庭用で30,937,586㎥で全体の78.6％を占めています。次いで営業用が4,052,571㎥で10.3％、工業用は2,254,384㎥で5.7％となりました。
（表7－4）
　
　　資料：経営管理課
概 要 ７








PAGE  
- 91 -

